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3S2aO5 　乾燥 地に お ける環境 ・社会配慮 型ジ ャ トロ フ ァ 開

発利用

o 留森 寿士

（鳥取大 ・乾燥地研究 セ ン タ
ー
）

バ イオ 燃料の 生産
・
消費が拡 大する に つ れ 、その 生 産 や利用 、食 料 と の競

合に 対す る懸念や 批判 が 出始 め て い る。この よ う な状 況 の 中で 、ジ ャ ト ロ

フ ァ （ヤ トロ フ ァ 、μ 噸 忽 齟 u邵 L．）は 高温 に強 く、乾燥 した 痩せ 地 で も

生育 し、種子に は 有毒成分を 含む こ とか ら食用 に は適 さず 、食 料 価 格 に影

響 を与 えない 油糧植物 として 世界中で 注 目さ れ、栽培 が進 ん で い る。しか

し、限 られた農業用水に 対す る作物 との 競合や、大 規 摸な プラ ン テ ーシ ョ

ン 栽培 に よる貧困層か らの 土 地の 収奪や 環境影響、有毒成 分に よ る環 境や

人体 へ の 影響な どが 明らか に されな い ま ま開発が 進め られ て い る の が 現 状

で ある。さらに 、栽培地の 社会シ ス テム の 持続性に つ い て の 調査 ・
評 価 も

行われ て お らず、将来 に問題 を引 き起 こす こ とが 懸念 され る e

鳥取大学 で は、ジ ャ ｝ロ フ ァ の 特性 を活か して 、乾燥地 が 抱え る 少 な い 降

水量、低 い 土地生産性、砂漠化、慢性的貧困、脆弱な 社会な どの 課題 を解

決する手段 に したい と考 えて い る。この た め、乾燥地 住民の 収入 を増す と

ともに 砂漠化 防止に もつ なが る栽培技術や 、低い 土 地 生産 性 を補 う油
・油

外利 用技術 の 開発を行ってい る。しか し、こ れ らの 研究 開発 を進め る
一

方

で 、ジ ャ トロ フ ァ の 栽培
・
利用が、環境や 社会に お よぼ すマ イナ ス面が 明

らか に されない まま拡大 して い る こ とに不安 を感 じて い る。そ こで 、影 響

評価 を 研究全体 の 中心 に 据えて、自他 の 研究や開 発が環境や 社会 にお よぼ

すプラ ス 面 とマ イナス 面の 影響 を公正 に 評価 し、ジ ャ トロ フ ァ を用 い た ア

ロ ジェク トや開発を行 う際の 判断材料に 供 したい と考 え て い る。中立 の立

場で ジャ ト ロ フ ァ 利用の 是非を判 断 した 上で、将 来に わ た っ て住 民生 活 を

向上す る総合的な具体策を示 す こ とを 目指 して い る。
取 り組み 中お よび取 り組み 予定 の 課題は次の 通 りで ある。
  環境影響 （調査 。評1曲 ・改善）：乾燥地 に お け る ジ ャ トロ フ ァ 栽培 は環

境に い か な る影響 をお よぼすか を調査
・
評価する。また 、想定さ れる環境

影 響 を改善 ・回 避す る方策 を検討 して い る ．
  社会 シ ス テ ム （調査 ・評価

・
提 言）：ジ ャ トロ フ ァ栽 培は 農家 お よ び地

域 社会 に ど の よ うな影響 を与 えるか を明 らかに す る ため、これまで に 行 っ

た イ ン ドや タ ン ザ ニ アで の 現地調査 を踏 まえて 、今後の 調査計画を作 成 し

て い る。
  栽培技術開発 ：水資源が 限られ る乾燥地で ジ ャ トロ フ ァ 生産の 採算が と

れ る か を テ
ー

マ に 、こ れ ま で に 蓄積 して い る 乾燥地 にお ける栽培や 緑化 技

術を 発展さ せ る とともに 、先端 的な分子育種技術や現地の 伝統的知識な ど

も導 入 して 、よ り水利用 効 率が 良い 持続可能な適正 技術 の 開発を行 っ て い

る。ま た 、栽培 地 に 適 した 系統 を選抜
・
作 出す る た め、遺伝資源の 収集 を

行 っ て い る 。
  油 ・油 外利用 技術開発 ：ジ ャ b ロ フ ァ の 付加価値 を見出すた め 、ジ ャ ト

ロ フ ァ に 含ま れ る 有用 ・有 害物 質の 検索、廃棄物利 用などを行 っ て い る e

鳥取大学は 、乾燥地研究 に 関する 日本の拠点 と して、長年 に わた り研究情

報 を蓄積 して い る ，ま た、21 世紀 COE プロ グラム やグ ロ
ーバ ル COE

プ ロ グ ラム を通 して 、国 内外 に 乾燥地研究の ネ ッ トワ ーク を構築 して い る。
さ らに 、全国 共同 利用 施設で もある 乾燥地研究 セ ン タ ーに は、大型温 室 や

人 工 気象室、バ イオハ ザ
ー

ド室 な どの 施設が 備わ っ て お り、寒さ に 弱い ジ ャ

トロ フ ァ の 越年栽培研究や組換 え植物の 栽培 も可能で ある 。ジ ャ トロ フ ァ

に関す る学 内連携 に つ い て は、［Iatropha研究会」 を設立 して、毎 月情報交

換や進捗報告な どを行 っ て い る。環境お よび社会に 配慮 した ジ ャ トロ フ ァ

開 発利用 に 資す る ため、こ れ らソフ トとハ
ードの 両ilを 活か した 総合 的 な

研究 を進展 させ て い る 。

EnVi「onmentally ・and 　secially・sound 　development 　of ／atropha 　in
dryland

　OH ；sashi ］b 皿 enlorj

　（Arid 　Land 　Research〔：en 【er，　TottDii　Univ，）
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